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ついて視察することが目的でした。また、
彼らはマレーシア政府の若手官僚で、社
会人学生であり、将来政府を担う人材で
す。また、宮之上小を訪問し、児童達と
の文化交流も行いました。
なお、今回の交流にあたって、松村東

紀州産業振興学舎長をはじめ、板谷生物
資源学研究科准教授、生物資源学研究科
の大学院生２名が通訳となり、生活や文
化面での説明も含め、院生達に分かりや
すく地域の抱える課題を解説しました。
今回訪問した内容については、翌12月

11日の三重大学平倉演習林訪問の際に、
総合討論を行い、マレーシアの視点から
見た東紀州地域の地域振興における現
状・魅力・課題というテーマで、最終的
にレポートを提出して頂きました。
これからも三重大学とプトラマレーシ

ア大学、互いのより良い発展を期待して
います。

三重大学とプトラマレーシア大学は大学間の学術交流協定を結んでおり、今回の
訪問は協定に基づいた教職員・学生との交流になります。2019年12月9日から
来県した院生達は専攻が農林系であり、大学院科目「天然資源政策論」の一環で
三重大学を訪問し、東紀州地域の地場産業である農林水産業を通した地域振興に

プトラマレーシア大学の大学院生が東紀州産業振興学舎を訪問しました

東紀州産業振興学舎（天満荘）でNPO天満浦
百人会の方々に料理を振舞っていただきました

天満荘の前で記念撮影

宮之上小学校での交流

熊野古道センターでの
東紀州地域の特徴紹介の様子



三重大学東紀州サテライト東紀州産業振興学舎メンバー

東紀州サテライト東紀州産業振興学舎長 松村直人
東紀州サテライト研究員 山本康介
東紀州サテライト産学官連携アドバイザー 栗藤和治、山本浩和

<問い合わせ先＞

三重大学大学院生物資源学研究科総務担当
〒514-8507 三重県津市栗真町屋町1577
Tel：059-231-9502 Fax：059-231-9634
HP：http://www.rscn.mie-u.ac.jp/higashikishu/

【日 時】令和２年４月２４日(金) 14：00～16：00
【場 所】三重県立熊野古道センター 映像ホール
【参加費】無料（情報交換会（16:30～）：1500円）
【応募方法】mail：renkei@bio.mie-u.ac.jp

FAX：059-231-9634（担当：前川）
【締 切】令和２年４月１７日(金)

※新型コロナ
ウイルス感染の
状況次第で延期・
中止等の場合が
ございます。

令和2年4月24日(金)に東紀州サテライト・東紀州産業振興学舎2019年度地域連携

事業報告会を開催いたします。この報告会は東紀州地域の皆様に本学の教職員が東紀州
地域の発展にどのように寄与しているかを知っていただくため昨年から開催されています。

また、報告会終了後は地域の皆様と交流を深める目的として、情報交換会も予定しておりま
す。

地域活性化に取り組む団体を紹介しよう
と、地方紙４６紙と共同通信が主催する
「地域再生大賞」の優秀賞に、３０年以上、
地域おこしに取り組んでこられたＮＰＯ法
人「天満浦百人会」が選ばれました。
天満荘ではカフェを運営する他、大漁旗

やひな人形の展示会など様々な催しが開か
れ、2017年には天満荘内に本学の「東紀州
サテライト・東紀州産業振興学舎」を設置
し、専門家を招いた講演会を実施する等、
教員や学生の活動拠点となっています。
同大賞の選考委員は「補助金に頼らず、

大学などの多様な組織と多くの人たちを巻
き込み、地域になくてはならない組織と
なっている」と講評しました。
２月７日(金)に東京都内で表彰式があり、

松井まつみ理事長ら４人が出席しました。
松井理事長は「長い活動が認められた。多
くの支援があったので、これだけ長く続け
てこられた」と感謝し、「ここからが新た
なスタートだと思い、地域に恩返しした
い」と意欲を語っていただきました。

ＮＰＯ法人「天満浦百人会」が
地域再生大賞・優秀賞を受賞しました！

２月２１日(金)に本学の坂本竜彦教授主導に
よる、地域防災力強化のための取り組みで、
災害情報の可視化による市民・行政の防災意
識向上に関する調査と、地域セミナー「よる
しゃべ」の合同開催を天満集会所で行いまし
た。

この日は昼と夜の２
回に分けての実施で
した。天満浦地区で
の津波被害想定の可
視化と、避難経路の
具体化を行いました。
GISにより可視化さ
れた津波浸水想定を
見ることで、防災意
識が向上するかどう
かを調査しています。

第8回【よるしゃべ】「南海トラフ地震
の津波から命を守るために」を開催！

※この取り組
みは内閣府の
「「i-都市再
生」モデル調
査事業」の一
環でもありま
す。本学学生による講演の様子

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟで避難ﾙｰﾄを
確認する参加者


